
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感動」と「品格」～令和７年度のスタートにあたり～ 

校長 槍田 光東 

 本校校長槍田 光東（うつぎた みつはる）です。今年で６０歳を迎えますが、平成元年度に英

語教諭として教員生活をスタートし授業や部活動（野球部）に未熟ながらも奮闘していた日々が昨

日のように思い出されます。今年度も黒浜西中学校の校長として勤務できることを心から嬉しく思

うと共に、校長としての責任の重さをあらためて再認識し、身の引き締まる想いでいっぱいです。

「黒西丸」船長として荒波を乗り越え、令和７年度という港に乗組員全員が笑顔でたどりつくこと

ができるように、全身全霊を傾けて舵を取る覚悟です。どうぞよろしくお願いします。 

 今年度の本校の学校経営方針と目指す学校像は、次のとおりです。 

 

 ○学校経営方針 

「子どもの『感動』のために 『感動』を子どものために」 
○目指す学校像 

「『感動』と『品格』のある学校」 

－歌、花、絵、緑のある、言葉を大切にする学校－ 

誰もが通いたい、誰もが通わせたい、そんな魅力ある学校にするためのキーワードが「感動」だ

と考えます。学校行事等で例え困難に出会っても仲間と共に努力し目標を達成した時に感じる「感

動」は、学校だけが与えることができるものだと考えます。他にも教員の言葉に「感動」したり、

授業の中で初めて知ったことに「感動」したり、友達から受けた何気ない優しさに「感動」したり、

給食のおいしさに「感動」したり等、あるゆる教育活動の中に「感動」がたくさんちりばめられて

いる学校づくりを進めます。副題にあるように「歌、花、絵、緑」があふれる学校にすることで「感

動」を与えます。教員も子ども達も「言葉を大切」にして「感動」が生まれる言葉かけを進めます 

また、子ども達の将来を見つめ、自立するために「自分で考え、自分で判断し、自分で正しい行

動をする」力を身につけることが重要だと考えます。常にこのような行動を取ることが、一人一人

の「品格」を形成し「品格のある学校」へと繋がります。中学校において様々な場面で様々な判断

をしなければならない場面が増えます。その中で子ども達が失敗を繰り返したり、悩んだりしなが

らも自分で決断を繰り返していくことが生徒の成長へ繋がります。あらゆる場面で先生や友達や家

族からの意見をよく聞いた上で、「自分で考え、自分で判断し、自分で正しい行動をする」力を身

につけることができるように教育活動を進めます。 

これらを踏まえ全教職員が一枚岩となり「『感動』と『品格』のある学校」をつくります。保護者

の皆様、地域の皆様、本校に関わっていただいている全ての皆様、昨年度と変わらぬご理解とご支

援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

【学校教育目標】 夢に向かって 自ら学ぶ 豊かで たくましい生徒 
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心のホット相談室 TEL 048-764-1110 

http://kuronishichu.style.coocan.jp/        

                

 

 

 

 

第 １ 号 

令和７年４月８日 

 生徒数 

１年   ６８名 ２学級 

２年   ８５名 ３学級 

３年   ８３名 ３学級 

４組     ３名 １学級 

５組    ３名 １学級 

合計  ２４２名  10学級 
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